
 令和 5 年度水力発電導入加速化事業費（初期調査等支援事業のうち水力発電の事業性評価に必要な調査及び設計等を行う事業） ①水力発電事業性評価事業 実施概要                                         令和 6 年 2 月 

 

 

俵谷川発電所事業性評価調査事業 

 

１．事業の目的 

   本事業は、福井県大野市にある俵谷川（普通河川）での小水力発電事業の実現性を検討するために必要な各種調

査及び事業性評価、作業道整備を実施する。 

 

２．事業の内容 

  （１） 事業者名 

     大野小水力発電株式会社 

  （２） 補助事業の名称 

     俵谷川発電所事業性評価調査事業 

  （３） 事業期間 

     令和 5 年 6 月 26 日 ～ 令和 6 年 2 月 28 日 

  （４） 調査を実施する発電設備の概要 

a.発電形式 ： 水路式 

b.使用水量 ： 0.42 ㎥/s 

c.有効落差 ： 61.7ｍ 

d.出   力 ： 199.9ｋW 

 

３．令和 5 年度の事業実施概要 

     ① 地形測量 

      地形測量を行い、縦断・横断図、平面図を作成した。 

     ② 流量調査 

      取水予定地点において電磁流速計を用いた流量調査を計 12 回、自記水位計を設置して水位の自動観測を行

った。流量調査の流量データと水位計の水位データとの相関から近似曲線を求め、調査期間内の河川流量の変

化を捉えた。俵谷川は九頭竜ダムの間接流域内に位置することから、九頭竜ダムの過去 10 年間の流入量の平均

値データを用いて、九頭竜ダムの直接流域と間接流域の流域面積と取水予定地点の流域面積の比から日別流量

を算出した。 

     ③ 事業性評価 

      地形測量及び流量調査から発電計画を検討し、概算工事費を算定した。費用便益法（Ｃ／Ｖ法）により事業性

の評価を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ④ 作業道整備 

      作業道が整備されていない区間及び既設の作業道において土砂崩れにより通行できない区間において整備を

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．事業の成果等 

① 地形測量 

 作成した縦断図、横断図、平面図をもとに概略の開発ルートの検討及び有効落差等の諸条件を検討することが

できた。 

② 流量調査 

 流速計を用いた流量観測と自記水位計の設置による水位変化から、取水予定地点における流量を把握すること

ができた。 

③ 事業性評価 

 地形測量及び流量調査から発電計画を検討し、それに基づいて概算工事費及び年経費を算出し、費用便益法

によるＣ／Ｖは 0.89 となり、事業性があると確認された。 

④ 作業道整備 

 作業道が整備され、測量機材や流量観測用機材の運搬が可能となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．事業スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地形測量 流量観測 

整備中の様子 

開発ルートの断面図 
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